
わ

ロ
ン
は
Ｆ
Ａ
Ｊ
の
地
方
組

織
の
中
で
は
か
な
り
精
力

的
に
活
動
し
て
お
り
、
勉

強
会
の
開
催
数
は
全
国
的

に
も
群
を
抜
い
て
多
い
と

の
こ
と
で
す
。

朝
活
で
学
べ
ま
す

　

会
議
に
お
い
て
、
議
論

が
行
き
詰
っ
て
停
滞
し
て

し
ま
う
、
決
ま
っ
た
特
定

の
人
の
み
が
発
言
す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
、
議

論
の
方
向
性
が
定
ま
ら
ず

内
容
が
散
ら
か
っ
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
は
誰
し
も
少

な
か
ら
ず
経
験
し
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
事
態
を
打
開
す

る
こ
と
の
で
き
る
方
法
を

朝
か
ら
学
べ
る
朝
フ
ァ
シ

は
２
０
１
３
年
７
月
か
ら

始
ま
り
、
今
年
度
で
第
12

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し

た
。

　

朝
フ
ァ
シ
で
は
週
ご
と
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だ
立
場
と
広
い
視
点
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

今
の
時
代
に
必
要
な

ス
キ
ル
を
広
め
る

　

和
歌
山
サ
ロ
ン
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
県
外

Ｆ
Ａ
Ｊ
会
員
や
そ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
客

員
を
招
い
て
の
年
２
回
程

度
の
定
例
会
、
毎
年
春
か

ら
秋
に
か
け
て
毎
週
土
曜

の
朝
７
時
か
ら
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
勉
強
・
実

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
は
、
会
議
・
研
修

な
ど
に
お
け
る
参
加
者
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
・
補
助
す
る
た

め
に
行
わ
れ
る
サ
ポ
ー
ト

や
技
術
の
こ
と
で
す
。
こ

の
技
術
を
駆
使
し
、
話
し

合
い
や
議
論
を
よ
り
良
い

方
向
に
進
め
る
た
め
に
全

体
の
流
れ
を
仕
切
る
役
割

を
担
う
人
を
「
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
の
説
明
だ
け
だ
と

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は

円
滑
な
「
司
会
進
行
」
だ

け
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
上
で
は
、
議
論

に
参
加
し
て
い
る
人
の
意

見
・
心
情
を
察
知
し
参
加

者
の
考
え
を
引
き
出
し
た

り
、
全
体
で
の
合
意
形
成

を
促
し
た
り
、
司
会
進
行

よ
り
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

ファシリテーションで会議を円滑に！～日本ファシリテーション協会 和歌山サロン～
　特定非営利活動法人「日本ファシリテーション協会」（FAJ）から公認を受け活動している和歌山サロンでは、誰でもファシリテーションを学ぶこと
ができる学びと実践の場を提供しています。その現場におうかがいしました。

践
す
る
朝
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
勉
強
会
（
通

称
「
朝
フ
ァ
シ
」）
を
開

催
し
て
、
グ
ル
ー
プ
活
動

の
円
滑
化
に
で
き
る
よ
う

支
援
し
、
う
ま
く
こ
と
が

運
ぶ
よ
う
舵
取
り
す
る
技

術
を
広
め
て
い
ま
す
。

　

朝
フ
ァ
シ
で
は
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
駆

使
し
、
那
智
勝
浦
町
に
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
を
開
い
て

の
勉
強
会
を
開
催
し
た

シ
ー
ズ
ン
も
。
和
歌
山
サ

に
テ
ー
マ
を
決
め
、
会
議

進
行
や
対
人
関
係
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
ス
キ
ル

や
知
識
な
ど
を
身
に
付
け

る
勉
強
が
で
き
ま
す
。
そ

の
日
集
っ
た
職
業
も
年
齢

も
様
々
な
人
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
10
月
末
ま
で
開

催
予
定
と
な
っ
て
い
る

「
朝
フ
ァ
シ
」
は
和
歌
山

市
万
町
に
あ
る
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
コ
ン
セ

ン
ト
」
で
開
催
中
で
す
。

　

会
議
の
質
を
向
上
さ
せ

た
い
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ん
で
み
た
い

な
ど
興
味
が
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で

す
。
一
日
の
始
ま
り
に
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ス
キ
ル
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。　
　
（
阪
口
晃
彦
）

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバー
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバー PDF 版を掲載
中。スマートフォンからもご覧
いただけます。

2024年度　わかやまSDGsパートナーシップ基金

みんなの力でSDGs達成を！

今年度はこども食堂・地域食堂をはじめ、
地域コミュニティの再生につながる活動をテーマとする予定です

　和歌山県内の「こども食堂」は和歌山県調べで 76 カ所（2024 年 6月末現在）となっており、年々増加中。
和歌山県は全小学校区に 1カ所、約 200 カ所のこども食堂の開設を目指して取り組みを進めています。
　名称こそ「こども食堂」ですが、子どもだけではなく、保護者、一人暮らしの年寄りなど様々な方が利
用できる「地域食堂」としての役割を担う場所が増えており、こども食堂・地域食堂が「地域コミュニティ
の核のひとつ」を担えるのではないかと期待されています。

　一方、住民が集まれる場として、自宅にある不要になった本を持ち寄る「みんなの図書館」、空き家や
空き店舗を活用した「みんなの居場所」などといった形での地域コミュニティの再生を目指す取り組みも
急速に広がっています。

　そこで、今年度のわかやま SDGs パートナーシップ基金では、こども食堂や地域食堂など「食を通じた
地域福祉・コミュニティ再生」、みんなの居場所など「コミュニティづくり活動」に携わる団体に対する
助成を計画しています。
　まもなく、助成金の原資となる基金へのご寄附受付を開始する予定です。
　高齢化の進展だけではなく、高齢人口の減少も始まり、今後の地域の担い手になる現役世代への負担が
ますます増大することが懸念されています。みなさんのご寄附を、地域コミュニティの再生等に役立てら
れるよう準備を進めています。ぜひみなさんのご協力をいただきますようお願いいたします。

▶ 1 口 3,000 円からクレジットカード決済・銀行口座への振り込みにより受け付
けます。 受付を開始した段階で改めてご案内します（9月開始予定）

▶ 本基金へのご寄附は寄附金税制の対象となります。
　※ 寄附金控除について
　個人の方は、ご寄附いただいた金額から 2,000 円を差し引いた金額の最大 50％が、確定
申告により所得税等から控除されます。（例）1 万円をご寄附いただいた場合は、最大
4,000 円が所得税等から控除されます。
　法人の場合は損金算入限度額が拡大されます。（例）資本金 1,000 万円、所得金額 1,000
万円の場合、一般損金算入限度額約 6.9 万円とは別に、特別損金算入限度額約 33.1 万円ま
でのご寄附が損金に算入できます。

▶ こども食堂・地域食堂の運営経費
▶ みんなの図書館・みんなの居場所の運営経費・初期費用として
　特に、その事業をおこなうことで「地域にどのような効果が期待できるのか」
を重視して、審査を実施する予定です。

日本ファシリテーション協会 和歌山サロン
E-mail　wakayamaf@gmail.com

◆ 朝のファシリテーション勉強会について
【場　所】コワーキングスペース「コンセント」（和歌山市万町 4 ニュー
リチャードビル 3階）またはオンライン（Zoomを使用）

ご支援の方法

主な使途の想定

【運営】
　認定特定非営利活動法人わかやまNPOセンター
　〒640-8331　和歌山市美園町 5-6-12
　TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355　info@wnc.jp　https://wnc.jp/
　【事務所不在時、電話は和歌山県NPOサポートセンターに転送されます】

まもなく今年度事業に向けてのご寄附受付を開始します
和歌山市NPO ・
ボランティア
推進協議会だより

まちなか百姓養成塾

日　程 9 月 18 日（水）

 18:30 ～ 21:00

場　所 和歌山市地域フロ

 ンティアセンター

 会議室（フォルテ

 ワジマ 6階）

内　容 秋野菜の栽培につ 

 いて学びます

参加費 500 円（資料代）

主　催 わかやまイイネ！

 プロジェクトまち

 なか百姓養成塾

 チーム

 090-1156-6799

 waiprojimu@gma

 il.com

備　考 奇数月第 3水曜に

 開催予定。別途、

 販売会も計画中。

【対　象】ファシリテーションを学びたい方・朝活に興味
のある方など
【定　員】会場参加、オンライン参加ともに 10 人程度ずつ
【参加費】対面参加：1,000 円（ドリンク・おやつ付き） 
　　　　  オンライン参加：500 円
　要申込となります。詳しくはメールでの問い合わせか
QRコードをご確認ください。

和歌山サロンのみなさん和歌山サロンのみなさん

朝ファシのチラシ朝ファシのチラシ

取材にお伺いした朝ファシの様子取材にお伺いした朝ファシの様子


